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防災教育年間プログラムの開発
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実践事例を通じて学んだこと・伝えたいメッセージ
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本実践は「地域発」で学生を育てる

という、学校発の多くの事例と逆向

きの取り組みです。そこに防災教育

こその、面白さと価値があります。

地域にある潜在的な「教育の力」を

地域の防災に発揮する姿を、実践を

通じて伝えたいと思います。

教師をめざす大学生への願い・・・

防災教育の指導者としての知識・技

能を身につけ、将来赴任した場所で

積極的に活動できるように、今から

地域という財産にふれてほしい。

チャレンジプランは1年だけの実践

に終わらないこれからもずっと続く

活動の始まりでした。その意味で、

コロナによる足踏みを“積極的に”

待つこと、同時に新たな方策を模索

することが重要。



本プランの新しいチャレンジ

チャレンジ１

学生との連携・協働による運動会を実現し
地域防災に学生の活躍の場を

チャレンジ２

防災運動会を学生参加の年間プログラムに
展開し住民の防災意識の向上を

チャレンジ３

運動会等の町内行事にチャレンジプランを
契機にふり返りと改善の視点を



プランの概要 ①

活動のねらい

防災運動会への参加をとおした地域活動

地域の指定避難所でもある教員養成大学の学生が、防災運動会へ参加をすることをとおして町内で災害に遭遇した際

に必要となる防災に関する知識を身につけるとともに、地域防災の担い手として活躍できるための支援を行う。

学生の参画による地域住民の防災意識の向上

従前の防災運動会の競技を見直し、新設の競技を学生と協働で開発・実践する活動をとおして、地域住民・学生双方

の防災意識の向上を図る。

教師を目指す学生が、防災運動会への参加をとおして、将来、防災教育の指導者になるための知識・技能を身につけると

ともに、教師として赴任した地域の住民と関わることを想定した、地域との交流体験をもつための支援を行う。



プランの概要 ②

期待される成果

年間をとおした防災教育プログラムの開発

本年度まで単発のイベントとして学生参加者を募集し参加が低調であった町内防災運動会を、来年度は、年間をとお

して町内会の自主防災会との一層の連携をとおした事前・事後の学習会や準備を含めた複数回の活動として改善する

ことで、学生が地域防災活動で活躍できる機会を提供できる。将来的には、大学生向けの“町内発”の防災教育プロ

グラム（大学のカリキュラムへの位置づけを含む）としての展開が見込まれる。

指定避難所の運営につながる知見や体験の獲得

学生が防災運動会への参加に加えて年間をとおした町内の活動に参加することにより、現状ではほとんど日常の交流

がない町内会と大学との関係が改善されることで、指定避難所（大学）のスムーズな運営につながる人間関係の構築

や知見を得ることが見込まれる。



活動スケジュール・当初案と修正案…コロナ禍での実践の省察

地域の防災・減災について学ぶ

5-6月: 学習会②③

町内会による新入生歓迎会
井ヶ谷地域や住民に出会う

4月: 学習会①
運動会防災競技の新規開発

9月: 学習会④

学生参加者の募集
運営・実施をとおした地域交流

10月: 防災運動会

運動会の総括、反省

11月: 活動のふり返り

報告資料の作成
活動の継続についての検討

2月: 活動のまとめ

2019年度内に実践したこと
・活動報告会のアドバイスを受けたプラ

ン名の再検討、新プラン名(仮)決定
・運動会中止パターンのプランづくり
・大学担当部局への相談、打ち合わせ

6月中旬：
運動会中止が決定

10月中旬：
課外活動制限緩和

10月下旬：
実践活動本格始動

【防災教育年間プログラムのイメージ】



2020年度実践活動の成果 ①

■ 交流相手である町内の教員養成大学の
地域連携センター、保健体育講座の協力

■ 大学の地域連携担当教職員、参加学生、
井ヶ谷町内会役員、体育部による会合で
ビジョンの共有

■ 2021年度町内防災運動会を、町内の
井ヶ谷グラウンドから大学グラウンドに
会場を変更し実施予定

■ オンライン試行的導入（学生に町内の
活動を紹介するホームページを試作）

■ 運動会以外の活動でも連携の可能性…



町内防災運動会(昨年度)に参加して…体育部長(当時)との対談インタビュー

ああいうふうに

地域の輪が形成
されているのは
すごくいいなあ

地域の人と関わっ

ておけば避難所
でも手伝いを頼ま
れやすいですよ

ね！

運動会では話
ができなかった
ことも、反省会
でいろいろ喋れ

るかなぁ

長期的に考える
なら4月に新入生
を歓迎会に誘うと
いうのもアリか

な？
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町内防災運動会の競技を考えよう (1)

防災の要素を
含みながら運動
会で楽しく競技
できる種目を
考えたい。

子どもたちが
興味を持ちそうな
ものは何だろう？

避難所で
食べたい缶詰を選
べたら頑張って運
ぼうって気になる

んじゃない？

缶詰なら色んな
種類があるから、
こんなのもあるん
だ！と興味を持ち

そう。
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町内防災運動会の競技を考えよう (2)

実際の災害時に
既に扱ったこと
のある道具があ
ればきっと役立

つね。

コロナ禍で外出が
できない分、運動
会で少しでも親子
の思い出を作って

あげたいな。

スコップなら、
どこの避難所に
でも置いてあり

そうだね。

井ヶ谷の皆さんと
防災知識×運動会
を通して少しでも
楽しめればと思っ

ています！
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2020-2021年度学生メンバー：
村川 直也（代表・理科3年）・白崎祐理子（副代表・特別支援1年）
加藤 大輔・木下 景輔・鈴木 絢人・星野 楓香・森本 二以奈
山岸 暖野（以上、保健体育3年）

指導： 愛知教育大学 保健体育講座 講師 縄田 亮太 先生



2020年度実践活動の成果 ②

[内容] スコップの上
に非常食缶(少し重め
のもの)を乗せ、ゴー
ルまでの20mの距離
をひとりで運ぶ。

防災競技の開発(1)

旧競技「玉はこび」改善企画

※ 対象：小学生

[ねらい]避難所でも
使用するスコップの
扱いに慣れることが
できる。非常食缶は
景品として持ち帰っ
て防災への備えを。



2020年度実践活動の成果 ③

[内容] 子どもは防災
頭巾をかぶり、風呂
敷に防災グッズを乗
せて、ゴールまでの
20mを親子で運ぶ。

防災競技の開発(2)

旧競技「親子で合わせて」改善企画

※ 対象：未就学児と保護者

[ねらい]使う機会が
少なくなってきたが
荷物も運べ非常時に
止血にも使用できる
風呂敷、その防災上
の価値を体験する。



愛知県刈谷市 井ヶ谷町内会 体育部
近藤 鉃郎 佐々木 由香 樋江井 守

ご指導宜しくお願い致します

igaya-s.m.k@agate.plala.or.jp

THANK YOU

村川直也
(愛知教育大学3年)

生嶌 亜樹子

協力：愛知教育大学 地域連携センター・保健体育講座 縄田ゼミ


